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SDGs（持続可能な開発目標）の推進 …… 2069万円
　先進的にSDGsに取り組む自治体として、国から「SDGs未来都市」に
選定され、市民や企業、団体などに向けた理解促進や普及啓発を推進
しました。また、OECD（経済協力開発機構）からの「SDGs推進に向けた
世界のモデル都市」選定、国連本部での市長による発表など、本市の
SDGsの先進的な取り組みを国内外へ発信しました。

若戸大橋・若戸トンネルの無料化 ……28億9632万円
　市民生活の利便性の向上、本市
の物流振興や企業活動の活性化
を図るため、若戸大橋・若戸トンネ
ルの無料化を実施し、あわせて、無
料化記念式典・イベントを行いま
した。

「待機児童対策」の推進、
教育・保育の質の向上関連事業 … 291億657万円

　保育所整備費や小規模保育施設整
備費、認定こども園移行のための施設
整備費などを助成して入所定員を増や
し、待機児童対策を推進しました。
　また、運営費を助成するなどして、教
育・保育の質の向上を図りました。

小倉城周辺魅力向上事業 …………… 7億7350万円
　外国人観光客をはじめ国内外から
の観光客のさらなる誘客に向けて、本
市を代表する観光資源である小倉城
周辺の魅力向上を図るため、小倉城天
守閣の展示リニューアルやおもてなし
ステーション「しろテラス」の整備、天
守閣前広場内のライトアップ整備などを実施しました。

北九州空港将来ビジョン
推進強化関連事業 …… 7億6100万円

　北九州空港における路線誘致や新規路線の集
客・PR、既存定期路線の維持・拡充に取り組んだ
結果、空港利用者数178万人と3年連続過去最高を
更新しました。また、アクセス手段であるエアポート
バスについても利便性の向上を図りました。さらに、
九州でただ一つの貨物定期便が就航するなど、航
空貨物拠点化に向けて、より一層の集貨促進に取り組みました。

子ども図書館整備事業 ……………… 4億7166万円
　「北九州市子ども読書活動推進
条例」に基づき、子どもの読書活動
を推進する拠点として、平成30年
12月に中央図書館内に子ども図
書館を開館し、子どもの読書環境
の充実を図りました。

八幡病院・総合療育センターの
移転新築 …164億8009万円

●八幡病院移転改築事業…………103億7984万円
●総合療育センター再整備事業………61億25万円

　北九州医療圏における救急医療体制の中核施設である八幡病院が、
小児集中治療室（PICU）を新設するなど、小児医療においても高度な
医療を提供するために機能を強化し、平成30年12月に移転新築しました。
　また、障害のある子どもの療育と医療の中核施設である総合療育セ
ンターを、平成30年11月に移転新築しました。

７月豪雨災害関連事業 ……………… 10億6021万円
　平成30年7月豪雨による災害関連として、被災した道路、河川などの
復旧や補修を行うとともに、災害に関する情報を配信する防災アプリの
導入などを実施しました。

平成30年度に取り組んだ主な事業
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市債残高の推移
公共事業などのための市債残高は減少
　地方交付税

＊

の振り替えである臨時財政対策債
＊

の増加により、全体の市債
残高は増加していますが、臨時財政対策債を除く、公共事業などのための
市債残高は7,745億円と前年度に比べ20億円（△0.2％）の減となりました。

＊臨時財政対策債 地方交付税の財源不足対策として、本来地方交付税で交付
されるものの一部を、市債として借り入れることが認められているものです。この
ため、その返済については、後年度、その全額が地方交付税で措置されます。

＊地方交付税 全国の地方公共団体が一定の標準的な行政サービスを提供でき
るように、国がその財源を保障し、国税の一定割合を地方公共団体に配分する
ものです。
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財源調整用基金残高の推移
市の貯金は前年度末より減少
　平成30年度末における財源調整用基金

＊

（市の貯金）残高は、豪雨災害
への対応や維持補修費の増加などにより、前年度末から１４億円減少して
279億円となりました。
　今後も、「北九州市まち・ひと・しごと創生総合戦略」などを着実に推進す
ることで、歳入増につなげていくとともに、より一層事業の「選択と集中」
を図りながら、持続可能で安定的な財政運営を行っていきます。

＊財源調整用基金 収支不足や緊急の支出に備えて積み立てている「市の
貯金」です。

市債（市の借金）残高
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